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OS01-3 学生から見た大学研究環境
 ○田中 良尚 1

1京大院薬

　男女共同参画が世の中で叫ばれ始めて久しいが、この「男女共同参画」という言葉から浮かぶイメー
ジは、おそらく世代によって大きく異なる。男女の社会参加に大きな偏りがあったかつての時代を経
験してきた世代と、男女共同参画という概念を当然のものと受け止めている若者の世代では、その理
解や価値観について違いがあるように思われる。一方で、その間に存在する隔たりをお互いに認識し
て理解する試みは、今後の日本薬学会、ひいては社会形成にとって重要な視点である。私は、今年の
春に 6年制薬学部を卒業し、現在博士課程に在籍している大学院生である。加えて、日本の薬学会にとっ
て大きな転換点であった、薬学部 6年制導入後に入学しており、それに伴う薬学教育や研究現場の変
遷過程を間近に経験してきた世代である。本講演においては、若手世代から見た、薬学分野や大学の
研究環境における男女共同参加の現状について、幅広くお話しさせていただくことにする。具体的には、
家族の構築、仕事と家庭の両立といった人生の将来を展望するにあたり、現在の大学における研究環
境が、若手世代の目にどのように映っているのかをご紹介したい。あらゆる立場や世代の人が相互に
気軽にディスカッションを行いながら、今後のより良い男女共同参加の在り方を考える機会にしたい
と考えている。

OS01-2 医療現場での課題：若手薬剤師の立場から
 ○小林 瑞季 1, 寺門 浩之 1

1国立国際医療研セ病院薬

　平成 28年に日本薬学会は「男女共同参画社会づくり宣言」を発信し、性別年齢を問わず、すべての
人が対等な立場で個性と能力を十分に発揮し、自ら希望に沿った形で活躍できる男女共同参画社会を
実現することを宣言している。
　現在薬剤師は高い臨床能力が求められており、薬物療法に関する幅広い知識だけでなく、専門領域
での知識・経験を活かし、最適な薬物療法を患者へ提供するための貢献や研究活動が期待されている。
このような期待を果たすためには一定以上の経験年数と、専門薬剤師・認定薬剤師の取得を目指すこ
とが必要になると考えるが、その取得・更新のためには、関連業務に継続して従事し、かつ単位の取
得が必須である。一方で自己啓発や家庭での役割を果たすために生活の時間も重要であり、それによっ
てもたらされる豊かな人間性は薬剤師の資質向上において貴重なものとなる。しかし出産、育児、介
護のために現場を離れ、復帰した後に活躍できるかどうかは若手薬剤師がキャリアプランを考える上
で大きな不安となる。演者は 6年制薬学部卒業後、病院薬剤師として勤務し 3年目である。本講演では、
臨床現場で勤務する若手薬剤師が自身のキャリアを発展させ、かつ生活を充実させるために何が課題
となり、どのように解決していくべきか、演者自身の経験や考えを一例として検討したい。
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